捺染機械の技術革命 : イタリアにおける少量多品種生産へ向けた対応 by 日野 真紀子 & ヒノ マキコ
はじめに
本稿の目的は, 繊維工業の発展において製品の付加価値を高めるために重要な役割を果たし
た捺染 (プリント) 機械の発展に着目し, 現在にいたるまでの画期となった捺染技術の変化を






全世界から注目されるようになる｡ ｢アルマーニ       ｣ や ｢マックス・マーラ        ｣, ｢ドルチェ＆ガッバーナ              ｣ など国際的なデザイナーやアパレル企
業がハイブランド製品を全世界に提供している｡ その他, 一般的な商品を供給するブランドと
して, ｢ベネットン         ｣ や ｢ステファネル         ｣, ｢ディーゼル      ｣ などが目

















は独自の ｢ファッション・システム｣ を創り上げたことにより, 簡単に衰退することはないと
考えられている｡ この ｢ファッション・システム｣ は, イタリア国内の各産地から構成されて
おり, 繊維・アパレルだけではなく, 製皮業, 皮革や靴, 宝石貴金属, 眼鏡具などの製造も含
まれることが特徴である２)｡















なり６),     年の調査によれば, イタリアの繊維機械メーカーは約   社あり, 従業員は約     
人,     年の調査では, 約   社, 約     人を有していた｡ 繊維機械メーカーの立地は, 北
部・中部に位置するビエラ, コモ, ミラノ, ベルガモ, ブレシア, プラート, ヴィチェンツァ
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２) イタロ・ピッコリ (    ) ｢イタリア社会の近代化と消費｣ 土屋淳二編 『イタリアン・ファッショ
ンの現在』,   頁｡
３)     年代におけるイタリアの絹織物の輸出状況については日野 (    ),     年代については日野
(    ) を参照｡
４) 染色仕上分野におけるヨーロッパ諸国の優位性は高く, しばらく続く可能性が報告されている｡





















８) インドの捺染はヨーロッパにも伝わり, フランスがインドの東岸を所有したことから, フランスは
最初にヨーロッパにおいてキャリコ捺染を実践した先駆者である｡ キャリコは日本で金巾とも呼ばれ












して, イタリアで第一次世界大戦前後に導入された機械捺染 (ローラー捺染) が挙げられる｡
次に, 第二次大戦前に導入が始まったスクリーン捺染の導入と普及を観察する｡ スクリーン捺
染には最初に登場するフラットスクリーン捺染機械, 後に急速に普及するロータリースクリー
















が多様となったことである｡ この製品の多様化の背景は, クルーグマンが指摘するような, 消
費者は多様な製品に囲まれることで効用が高まると仮定する消費者の多様性選好に他ならな
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ト地を模倣し, それらは明るく強めの色であった｡ その後色彩は地味になっていった｡ パリではこの
ような織物は ｢ジェノヴァの絵画            ｣ として知られた｡ (       (    ),                              ‒   )
９) 合成染料の歴史的な発展については, 安部田 (    ) を, イタリアにおける染料開発については,




イタリアでは, 工業化が進展する両大戦間期に, 繊維製造業者は, 大規模化した化学工場で
大量生産された染料を用い, 織機の自働化によって生産性を高めるなど規模の経済を実現して,
消費者に対して多様な商品を供給した｡ したがって, 戦後多品種少量生産に向かう過程におい




加工の重要性が増していることを指摘しているのが,     (    ) である｡ 具体的には製
造のグローバル化と, より多様化する市場で素早く製品として反応するための前処理の重要性




捺染の歴史を長期間にわたって観察しているのは,        (    ) である｡ 装飾がどの
ような経緯でおこなわれてきたのかといった点に焦点をあて, とくに柄の特徴と技術について
詳細に説明している｡ また, 辻 (    ) は豊富な図版を用いながらヨーロッパにおける絹と綿
の捺染方法とその柄における検討をおこなっている｡ 捺染機械に関する検討については, 数は
多くないものの, 技術が発展する節目には必ずなされている｡                  による
著作は    年,     年,     年,     年に, 技術と素材の変化, とくにレーヨンの登場に合わ
せて改訂を重ね４版まで出版されている｡ また, 明石編 (    ) は日本における捺染技術の変
遷を辿った通史的な検討をおこなっている｡
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  ) ローラー捺染機には, 片面ローラー捺染機, ゴム胴片面ローラー捺染機, 両面ローラー捺染機, 間
欠ローラー捺染機, 高速捺染機, 省力化捺染機などの種類があるが, 戦前の機械が戦後も第一線の機
械として使用されている｡ (本多宏 (    ) ｢ローラ捺染｣ 『繊維機械学会誌』   ( ),    ‒   頁｡)  ) 本多宏 (    ) ｢ローラ捺染｣ 『繊維機械学会誌』   ( ),    ‒   頁｡  ) 堺・泉州地区の伝統捺染技法は, ローラー捺染を用いた両面捺染, リバーシブル捺染, また注染な
ど新しい製品がつくられており, 近年その技術が注目されている｡ (｢大阪―平山繊維, 伝統技法で染


















イタリアの綿業において捺染工程を担った企業は, 表１にあるように,     年に４社,     
年に  社であり, これらのうち, 外部から受託する形に特化した企業と自社製品を製造してい




  )        (    ),                                ) 辻ますみ 『ヨーロッパのテキスタイル史』,   頁｡ このようなデザインの停滞の状況からウィリア
ム・モリス            が登場し, 新デザインを開拓した｡  ) フランスでは化学者と染色家が連携することにより, 捺染業にとって重要な発明が誕生した｡ フラ
ンスで一番成功を収めたオーベルカンプ                        はスイスで染色やブロッ




果, フランスでは染料の開発が進んだ｡ (辻ますみ (    ) 『ヨーロッパのテキスタイル史』,      ‒  頁)｡  )                          (    ),                                                                      
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表１ イタリアにおける1876年, 1898年, 1921年の綿捺染企業の比較    年     年     年
工場数        
動力 (馬力) ……蒸気機関    ―    
動力 (馬力) ……水力    ―     
動力 (馬力) ……電力 ― ―    
稼働中捺染機械台数          
非稼動捺染機械台数      
手捺染用織機 ―      
手捺染用長机 ― ―     
労働者数……男性     ―     
労働者数……女性    ―     
労働者数……  歳未満    ―   
年間平均労働日数            











企業数                        
工場数 ( )                         
部門数 製 糸                    
紡 績    ―      ―     
撚 糸                      
製 織                        
漂 白                    
マーセライズ    ―            
染 色                     
捺 染          ―     ( )
製糸紡錘数 (    )                               
紡績紡錘数 (    )    ―       ―      
撚糸紡錘数 (    )                          
織機台数                                       









ここでは様々な史料を用いて, 労働者の数と企業の数, 立地について把握を試みたい｡    年代のヨーロッパ諸国における染色の中心は, 労働者数で見た場合, 中心は, 主に英国
(    年約９万    人), ドイツ (    年約７万    人), フランス (    年約４万人) やス
イス (約１万人) などであった  )｡ これらの国々と比較した場合,     年代のイタリアの染色
業の規模は約    人と比較的小規模であった  )｡    年の調べになるが, 表４から, 綿, 羊毛, 絹, 人絹など加工を行う糸の種類別にイタリ
アの染色企業を数えると, 綿と羊毛を扱う企業数が多いことがわかる｡ しかし, 絹の染色企業
は    年に一工場あたり平均   人が雇用されており, 綿業の染色企業の一工場当たり平均  
捺染機械の技術革命  
  )                                                                                      (        ),         )                                      (        ),       
表３ ロンバルディア州県別絹関連企業数 (1940年)
養 蚕 製 糸 撚 糸 絹紡糸 刺 繍
その他
製糸





ベルガモ                      
ブレシア                      
コモ                         
クレモーナ                     
マントヴァ                    
ミラノ                         
パヴィア                    
ソンドリオ                    
ヴァレーゼ                       
州合計                            
全国合計                                 
(資料)                                                           より作成｡
人と比較すると, 大規模な工場が多かったことがわかる｡
染色企業の調査は,     年代の後半に集中して行われている｡ まず,     年  月の時点で,
コモ市には, 絹織物企業   社, リボン製造企業  社, 染色・プリント・仕上加工企業  社,
製糸および撚糸企業  社, レース製造企業  社, 綿織物企業  社が存在していた  )｡    年に実施された産業国勢調査では, 染色工業に関わるいくつかの項目が抜けており, そ
の後の時代に調査された項目と完全に一致しないことから比較が難しい｡ しかし, 繊維工業に
含まれる ｢防水加工・織布ステンシル染色など｣ の項目に,   社に属する    人の労働者が
含まれる｡ この項目は, 明らかに繊維の仕上工場も含んでいる｡ その他, ｢クリーニング・ア
イロン・かけはぎなど｣ の工程には, 織布の仕上工程が含まれており,     社で働く    人
の労働者が存在した  )｡    年に繊維連盟                     に含まれる, イタリア国内で生産設備を有す
る染色・プリント・染み抜き業者は   社, １万    人の労働者がいたが, その後    年  月
に行われた調査では,    社, 約１万    人と減少している｡ このうち   社, １万   人の労
働者は, 染色およびプリント業である｡ この   社のうち  社 (全体の   ％),     人 (   
％) の労働者がロンバルディア州に集まり, その他ピエモンテ州に  社   人, ヴェネト州に
７社   人, カンパーニャ州に３社   人, それらにトスカーナ州が続いていた  )｡    年５月には, 絹織物製造施設に加えて染色部門を持つ企業の調査が行われた｡   の染色
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  )                                                            (以下   







綿染色                 
羊毛整理加工仕上                
羊毛染色               
絹染色               
人絹染色              
ニット染色             
靴下染色             
帽 子            
(資料)                                         (          )       
(注) 単位は 工場数 人数 人数 ％｡
工場で働く    人の労働者のうち,     人は男性であった｡ そのうち  工場は   人の現場
主任 (ロンバルディア州に   人, ナポリに１人) をおいており, そのうち  人が男性,   人
が女性であった｡ 染色部門では,     人の労働者 (うち女性労働者   人), プリント部門
(６工場) では   人, 整理仕上加工部門 (  工場) には    人の労働者がおり, その他の部
門に   人, サービス部門に   人がいた｡
プリント部門６工場の内訳は, ロンバルディア州に４工場,     人の労働者 (うち   人が
プリントに従事), ピエモンテ州に２工場,   人の労働者 (そのうち  人がプリントに従事)






約    人, 資本金    万リラ) であり, 同時にイタリア国内最大の受託染色 (受託染色につ
いては次節で触れる) を行う企業であった｡ 国内第二位は,    人を雇用するペッシーナ染色
社              であり, この企業もコモにあった  )｡
ローラー捺染機械は戦後も使用され続ける｡     年にドイツで   台, フランス   台, イギ
リス   台, オーストリア  台, スイス  台, ベルギー  台, スペイン  台が設置されていた｡    年にはイタリアで  台が設置されていたが, 稼働状況が悪く約半数が休止していた｡ しか
し, ローラー捺染による製品は捺染品の約  ％を占めており, 他国に比べて非常に高い比率で














スクリーン捺染は基本的にステンシル (謄写版) と同じである｡ 一般に, 木製または金属製
の枠に網目に織られた生糸あるいは金属網を張って作った枠型を用いて捺染する方法で, この
枠型を用いて色糊を塗り, 開いた網目から色糊が自由に通過して, その模様を下の生地に印捺





あった｡ 本当の意味でスクリーン捺染が普及したのは,   世紀の初めであり, アメリカで費用
に見合う生産が行われるようになったためである  )｡ フラットスクリーン捺染機の代表的先発
メーカーは, スイスの     社, イタリアの            社,        社,              
社, オランダの     社, オーストリアの     社であった  )｡




染の全段階で工数が多く, 費用もかかったが, スクリーン捺染は, デザイナーの自由度が増大
し, 生産者にとっても高いローラーやブロックで費用をかけることがなく, 限定商品などを試
す機会を得るなど, メリットがあった｡ また, スクリーン捺染での生産は比較的簡単で費用が
安く, どのような小さい柄も正確に複製することができるという長所もあった  )｡ また, 大柄
・多色の加工に適しており, どのような素材・組織を加工するにも適しているという利点もあ
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  ) 矢代泰造 (    ) ｢ロータリ スクリーン捺染｣ 『繊維機械学会誌』   ( ),    ‒   頁｡  ) 小野木二郎 (    ) 『スクリーン捺染法』 全国捺染協会 １頁｡  ) スクリーン捺染法は日本に第一次大戦後頃プロセス印刷として伝わってきたが, 織物の捺染に応用








半には評価されていた｡ ミラノのデ・アンジェリ フルア社        ‒    は, オート・














インや植物繊維を原料にした人造繊維が発明され, 綿, 絹, 毛などの天然繊維と組み合わせる
ことが試された｡ 第二次大戦後になると ｢ローディア｣ や ｢ナイロン｣ など合成繊維が使用さ
れるようになり, 皺にならないという特徴からモードの主役となった｡     年代になるとテリ
捺染機械の技術革命   
  )        (    ),                                ) オート・ヌヴォテとは新しい流行服地 (平染, 柄物, 型染もの) のことを指す｡ リヨンの染色・仕
上工場は, 輸出不振に影響され, 工場閉鎖が続き    年に約４億    万フランの収入であったが    
年には１億    万フランに減少した｡ (｢里昴絹織物業状況 (    年)｣ 『海外経済事情』 昭和  年 
第  号    ‒   頁｡)  )                                                                            )          (   ) (    ),                           ) 内田星美 (    ) 『合成繊維工業』,   ‒  頁｡
レン  ), ブライナイロン  ), オルロン  ) といった合成繊維の新素材が登場した  )｡     年代半
ばの捺染における繊維別の構成をみてみると, 毛が  ‒  ％, 綿が  ‒  ％, 絹・人絹が  ‒  
％といわれたが, 綿・毛については減少傾向にあり, 一方で合成繊維の増加が著しく, とくに
ポリエステル・綿混紡織物加工が好調であることが指摘された  )｡
戦後のヨーロッパ諸国は, 捺染における貿易の自由化について議論をおこなっている｡ これ
は, 欧州統合の動きと同時並行的に目指されたものであり,     年に非公式ではあるが, 国際
捺染業者連合会       ′                                      の会議を開か
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  ) ポリエステル繊維のことで, 石油・石炭・天然ガスを原料に製造される繊維で, 化学繊維の中で最
も多く生産・消費されている繊維である｡     年にイギリスで開発され, イギリスの   社がテリレ
ンの商品名で工業化した｡ 引っ張り強度が大きく, 耐熱性, 耐光性が良い｡ アメリカのデュポン社も
少し遅れて ｢ダクロン｣ という商標名で工業化した｡ 日本では    年に東洋レーヨンと帝人が ｢テト
ロン｣ という商標名で生産した｡ (閏間正雄 (    ) 『テキスタイル事典』,   ‒  頁｡)  )    の子会社である                がナイロン  を ｢ブライナイロン    ‒    ｣ とい
う商標名で生産した｡ これは    年４月に特許が失効するナイロン  の製造にあわせ戦略的に生産さ
れた｡ (         (    ),                                                                                               ( ),             )  ) アクリル繊維のことで, 軽くて暖かな肌触りで羊毛に似た性質を持つ｡     年アメリカのデュポン
社が開発し ｢オーロン (オルロン)｣ という商標名で生産した｡ 日本では鐘淵化学工業が ｢カネカロ
ン｣ というアクリル系繊維を製造したのが始まりである｡ (閏間正雄 (    ) 『テキスタイル事典』,  頁｡)  ) ムッツァレッリ (    ) 『イタリア・モード小史』,    頁｡  ) 繊維工業構造改善事業協会 (    ) 『欧州の染色工業事情』 繊維工業構造改善事業協会   ‒  頁｡  )   ウィゼリング著 日本紡績協会調査部訳編 (    ) 『繊維捺染業における貿易の自由化』 日本紡





















社, イタリアでは       社,              社があげられる  )｡ 日本においてもロータリ
ースクリーン捺染機は    年に  台,     年に  台となり, 明らかに増加傾向であることは指
摘されている  )｡ また, ロータリースクリーン捺染機の設置台数の増加は, 織物からニットへ
の製品移行が関連している｡ ニット製品はローラー捺染機で一番適さない機種であった  )｡
捺染機械の技術革命   
  ) ピッコリ (    ), ６‒７頁｡  )        (    ),                              ‒     ) ヴァンニ・コデルッピ (    ) ｢イタリアにおける社会的トレンド, ファッション, 消費｣ 土屋淳
二編 『イタリアン・ファッションの現在』,   頁｡  ) ヴァンニ・コデルッピ (    ) ｢イタリアにおける社会的トレンド, ファッション, 消費｣ 土屋淳
二編 『イタリアン・ファッションの現在』,   頁｡  ) 矢代泰造 (    ) ｢ロータリ スクリーン捺染｣ 『繊維機械学会誌』   ( ),    ‒   頁｡  ) 矢代泰造 (    ) ｢ロータリ スクリーン捺染｣ 『繊維機械学会誌』   ( ),    ‒   頁｡  ) 本多宏 (    ) ｢ローラ捺染｣ 『繊維機械学会誌』   ( ),    頁｡ 編機および靴下編機の輸出額も,    年度は   億円であったが,     年度は   億円と急速に増加している｡ (イタリア貿易振興会


















イタリアの主な捺染機製造企業であるベルガモのレッジャーニ社          ) は,     年か







日 本       
(資料) 矢代泰造 (    ) ｢ロータリ スクリーン捺染｣ 『繊維機械
学会誌』   ( )    頁｡
  ) 本多宏 (    ) ｢ローラ捺染｣ 『繊維機械学会誌』   ( ),    頁｡  ) ｢ロータリースクリーン捺染機について (染色仕上機械調査報告 ４)｣ 『繊維工学』   (  ),       ‒      ) 繊維工業構造改善事業協会 (    ) 『欧州の染色工業事情』 繊維工業構造改善事業協会   頁｡  ) 社団法人日本繊維機械協会 (    ) 『平成４年度欧州繊維機械産業の実態調査研究報告書』 財団法
人機械振興協会・経済研究所   ‒  頁｡  ) レッジャーニ社はコモのティコーザ社      と並ぶ,     年代のイタリアにおける二大染色会社
らコンピューター制御によるプロセス管理や工場内の別工程への連動をもとに, 品質の安定性











特徴があった｡ また, 輸出リスクに対する保険の制度も整えられた｡     年の法律第   号に
基づき輸出信用保険課が設置され, これは中堅・中小企業に優先権を与え, どのような期間に
おいても輸出に対する支払いの保険に入ることができるものであった  )｡
染色機, 捺染機, 仕上機械の分野は技術革新の中核をなしていた｡ 製品としては成熟期に入
る分野であるが, 染色の均染性や捺染デザインの独創性といった点で製品の質を高め, 様々な
応用を目指して開発が続けられた｡ とくに, 磁石, コンピューター制御, モニタリング機構を
備えたロータリースクリーン捺染機の技術に注目が集まった  )｡ イタリアのメーカーが提供し
うる捺染機のタイプは, ロータリー式にとどまらず, フラット式, テーブル式にまでおよん





のうちの一つであった｡      社の系列に属しているが, 資金的な連携はなく, 完全な受託加工業
者だった｡ スクリーン捺染機, 水染機に力を入れ, とくにソ連向けに連続高速生産を特色とするウォ
ッシュ・アンド・ウェアのプラントを輸出した｡ 加工を委託する企業が多数いることから, 高速連続
処理をおこなう織物の種類も多く, 品質の安定を確保するために生産技術上の問題解決に努力が払わ
れた｡ (繊維工業構造改善事業協会 (    ) 『欧州の染色工業事情』 繊維工業構造改善事業協会   ‒  頁｡)  ) 小澤正人 (    ) ｢イタリア／レジアニ社における最近のロータリースクリーン捺染機の動向｣ 『繊














同年             はニューヨークでアナログ電気写真を発明し, そのパートナー企業の    は,   年の時間をかけ    年に      １を,     年に      の発明が続いた｡
その後,     年に        が紙への印刷に成功する  )｡
テキスタイル用インクジェット捺染機は, 紙の印刷に遅れて,     年    ハノーヴァー
展で登場した｡ 最初はインク滴射方式であり, 連続的にインクを吐出させるもので, 量産加工
前のサンプル作成用として期待された｡ その後, 必要に応じてインクを吐出させる方式が大勢
を占めるようになった｡ 印捺方式は主に二種類ある｡ 一つは, 織物の幅方向へスキャニングし,
インクを付与しながら間欠的に移動するスキャニング方式であり, これが主力となり,     年






用いたデジタル捺染の特徴は, 四つ挙げられる｡ まず初めに, 版が不要であることからサンプ
立教経済学研究 第  巻 第４号     年  
  ) イタリア貿易振興会 (    ) 『イタリアの繊維機械          』,   頁｡  )        (    ),                                                    
(   ),                                                           ) 伊藤高廣 (    ) ｢捺染業から見たインクジェット｣ 『色材協会誌』   (  ),    頁｡
ル作成から小ロット生産まで短納期が実現できる｡ 従来の捺染工程は専用の版を布地に押し付
けて印刷しており, 版の製作や洗浄を繰り返す必要があった  )｡ 二つ目に, デザイン変更が容
易で, 版数制限が無くグラデーションも可能であること, 三つ目に, インクジェット捺染は多
品種少量生産に向いており, 廃液も少なく環境に優しい点が挙げられる  )｡ インクジェット捺
染の特徴は, 水の使用量が非常に抑制されることである｡ 従来のスクリーン捺染では, 染色し
たのちに版をきれいに水洗いする必要があり, 化学薬品を大量に含んだ水はそのまま排水でき

















  ) ｢衣料品製造, 進む自動化, 機械各社, 品質安定や人手不足に対応｡｣ 『日本経済新聞』 朝刊     
年５月４日｡  )                                                          ‒     ‒        
(閲覧日     年３月  日)  ) 杉原淳一 (    ) ｢アパレル業界の少量多品種生産を支える技術｣ 『日経ビジネス』     年４月  日
号   ‒  頁｡  ) 伊藤高廣 (    ) ｢捺染業から見たインクジェット｣ 『色材協会誌』   (  ),    頁｡  ) 竹内節, 三觜拓, 樽井将則 (    ) ｢捺染市場におけるインクジェットプリンター技術｣ 『日本画像
学会誌』   ( ),         ) 竹内節, 三觜拓, 樽井将則 (    ) ｢捺染市場におけるインクジェットプリンター技術｣ 『日本画像
学会誌』   ( ),         ) ｢ミマキエンジ, 布地印刷の捺染用プリンター, のり付け・蒸し装置製造, 豪社から事業買収｡｣




















立教経済学研究 第  巻 第４号     年  
  )      (    ),     ‒  ‒                                                                                  ‒     ) ｢日本発・世界のヒット商品：イタリア★生地にデザインを印刷するプリンター―セイコーエプソ
ン｣ 『毎日新聞 東京朝刊』,     年２月１日｡  ) ｢コニカミノルタ, イタリアのインクジェットテキスタイルプリンター販売会社を買収｣ 『日経速報
ニュースアーカイブ』     年  月  日｡     年コモ県にあるヴェルガ社を買収し社名を ｢コニカミノ
ルタ  テキスタイルヨーロッパ｣ に変更した｡ トルコや東欧への販路を活用して機械の設置数を増
やし, 消耗品で稼ぐことを目的とした｡ 大手衣料品メーカー ｢   ｣ や ｢    ｣ などでもインク
ジェット方式の商品を採用し始めている｡ (｢コニカミノルタ 伊の印刷機代理店買収｣ 『日経産業新
聞』     年  月  日 ６頁｡)  ) ｢[繊維にかける] 進化するプリント―石川県根上町｣ 『毎日新聞 東京朝刊』,     年２月  日｡  ) プロダクションプリンターとは, カラーの印刷速度  枚／分以上とモノクロの印刷速度   枚／分
以上のレーザープリンターおよび高速インクジェットプリンターを指し, ラベル／パッケージ用のプ
リンターは含まない｡ 高速インクジェットプリンターとは, インクジェット技術を使って連続紙 (ロ
ール紙) に高速に印刷できるプロダクションプリンターのことである｡  ) ｢        ,     年第３四半期 国内産業用高速インクジェットプリンター市場概況を発表｣ 『日
経速報ニュースアーカイブ』,     年１月  日｡
ーザープリンターと比べて優位であること, 熱が発生しないため様々な素材に印刷することが






共同でインクジェットデジタル捺染機 ｢モナリザ         ｣ を開発し, ロブステリ社は
その製造と販売を担ってきた  )｡ また, セイコーエプソン社は捺染用インク販売・捺染前後工
程の処理剤の製造販売・化学処理のコンサルティングを手がける世界大手のフォルテックス社            と    年から提携を始め,     年に  ％の出資を決定した  )｡
この ｢モナリザ｣ は高精細な印刷と高い生産性を誇り, 高品質・高級ブランドのアパレルメ
ーカーを中心に高い評価を得ている｡ この捺染機の特徴は, 絹・麻・綿・羊毛などの天然繊維
からナイロン・ポリエステル・レーヨン・アセテートレーヨンなどの合成繊維まで, 幅広い捺












  ) ｢        ,     年第３四半期 国内産業用高速インクジェットプリンター市場概況を発表｣ 『日
経速報ニュースアーカイブ』,     年１月  日｡  ) ｢ミマキエンジ, 布用プリンター, インク２種搭載｡｣ 『日本経済新聞』 地方経済面長野     年３
月４日｡  ) ｢エプソン, デジタル捺染ビジネス強化で捺染印刷機メーカーの伊社を買収｣ 『日経プレスリリース』    年６月  日｡  ) ｢衣料プリンター用インク大手に出資, エプソン,   ％｡｣ 『日経産業新聞』,     年３月１日｡  ) 柴谷正也 (    ) ｢最近の産業用インクジェット技術について｣ 『日本印刷学会誌』   ( ),    頁｡  ) ｢イタリアに２研究拠点, セイコーエプソン, 衣料品印刷で｡｣ 『日経産業新聞』,     年  月  日｡；
｢エプソン, デジタル捺染技術の研究開発施設をイタリアのコモ地域に２カ所開設｣ 『日経速報ニュー
スアーカイブ』     年  月  日｡

























で最初に機械捺染が取り入れられた｡ 同地域では絹業におけるデザイン性を追求する中で,    年代の後半からスクリーン捺染機が導入され, 高い評価を得るに至り, 第二次世界大戦中
立教経済学研究 第  巻 第４号     年  
  ) ｢捺染印刷機を国内生産｣ 『日本経済新聞 地方経済面長野』     年７月  日｡  ) ｢大容量インクジェットプリンター世界販売 累計    万台突破｣ 『日経産業新聞』,     年８月１
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